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解答又は解答例・出題の意図 

試 験 科 目 

生命機能学専攻 

（植物医科学領域） 修士課程 害虫学 

               

 

〔I〕 

（出題の意図）重要害虫とその被害に関連する基礎的な知識を問う問題 

（解答又は解答例） 

1. アザミウマ類 

 2. 

※記述問題の特性上，以下の解答例は一つの例であり，唯一の正解を意味するものではない． 

摂食によって生じる直接的被害 

例 1）ネギの葉の表面を害虫種群 A の成虫または幼虫が吸汁することにより，吸汁された細胞

が空洞となり，葉がかすれたような症状を呈する． 

例 2）イチゴの幼果の表面を害虫種群 A の成虫または幼虫が吸汁することにより，吸汁された

部位が褐変し，収穫不可能となる． 

 

※記述問題の特性上，以下の解答例は一つの例であり，唯一の正解を意味するものではない． 

産卵によって生じる直接的被害 

例）トマトの開花期に害虫種群 A の成虫が子房に産卵すると，果実が肥大し着色する際に産卵

痕とその周囲が着色せず，この部分はヒトがカに刺されたときのように若干ふくれるため，

収穫不可能となる．この被害を「白ぶくれ症」と呼ぶ． 

 

〔II〕 

（出題の意図）害虫の分類群とその特徴に関連する基礎的な知識を問う問題 

（解答又は解答例） 

1）D, 2）B, 3）J, 4）B, 5）H, 6）F, 7）D, 8）J 

 

※記述問題の特性上，以下の解答例は一つの例であり，唯一の正解を意味するものではない． 

ハエ目：成虫は 1対 2枚の翅をもつ．後翅は退化しており，平均棍（こん）と呼ばれる． 

ハチ目：丈夫な膜状の翅をもつ．雌はしばしば産卵管を毒針に変化させている． 

バッタ目：大あごが発達している．また，後脚が発達し，跳躍に適した形態となっている． 

 

〔III〕 

（出題の意図）害虫の生物的防除法に関連する基礎的な知識を問う問題 

（解答又は解答例） 

※記述問題の特性上，以下の解答例は一つの例であり，唯一の正解を意味するものではない． 

1. 主に侵入害虫に対して侵入先で適用する．害虫の原産地の有力な天敵を生息地域外に導入し

て定着させ，その後永続的に害虫防除効果を発揮させる方法である． 

 

2.  

・カンキツのイセリアカイガラムシに対してベダリアテントウを導入した． 

・カンキツのミカントゲコナジラミに対してシルベストリコバチを導入した． 

・カンキツのヤノネカイガラムシに対してヤノネツヤコバチ，ヤノネキイロコバチを導入した． 

・クリのクリタマバチに対してチュウゴクオナガコバチを導入した． 

 










